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一
九
一

O
年
に
「
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
草
史
料
』
を
出
版
し
て
、
日
本
の

訓
点
資
料
研
究
の
緒
を
聞
い
た
。

訓
点
資
料
は
主
と
し
て
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
が
相
侯
っ
て
漢
文
の
訓
読
が

な
さ
れ
る
が
、
此
の
著
書
で
は
、
仮
名
に
注
目
し
て
ヲ
コ
ト
点
を
考
慮
し
な

か
っ
た
の
で
誤
読
も
生
じ
た
。

こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
大
矢
博
士
は
、
そ
の
後
、
『
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
』

(
大
正
九
年
・
一
九
二

O
刊
)
、
『
成
実
論
天
長
点
』
(
大
正
十
一
年
・
一
九
二

二
刊
)
、
『
願
経
四
分
律
古
点
』
(
大
正
十
一
年
・
一
九
二
二
刊
)
を
出
版
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ヲ
コ
ト
点
の
幾
っ
か
を
帰
納
し
て
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
の
ヲ
コ
ト
点
の
起
源
と
古
代
韓
国
語
の
点
吐
と
の
関
係

林

芳

規

[
要
旨
]

日
本
の
ヲ
コ
ト
点
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
一
元
論
に
立
っ
て
、
九

世
紀
初
(
平
安
時
代
初
期
)
に
南
都
(
奈
良
)
僧
に
よ
っ
て
、
片
仮
名
と
共

に
、
創
案
さ
れ
た
と
説
か
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
韓
国
に
お
い
て
角
筆
に
よ

る
点
吐
が
発
見
さ
れ
て
そ
の
解
読
が
進
み
、
併
せ
て
日
本
所
在
の
新
羅
経
典

の
点
吐
資
料
の
再
発
見
も
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
使
用
初
期
の
ヲ

コ
ト
点
が
、
古
代
韓
国
語
の
点
吐
と
類
似
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。

そ
こ
で
、
既
発
表
に
新
し
い
材
料
を
加
え
て
、
そ
の
影
響
関
係
を
考
え
る
と

共
に
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
が
展
開
す
る
過
程
を
探
っ
て

み
る
。

一
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
研
究
の
概
要

ー
ー
ー
以
下
の
考
察
の
前
提
と
し
て
ー
ー
ー

1
.
大
矢
透
博
士
に
よ
る
訓
点
資
料
の
発
見
と
ヲ
コ
ト
点
へ
の
着
目

周
知
の
よ
う
に
、
大
矢
透
博
士
は
、
二
十
世
紀
初
に
訓
点
資
料
第
一
号
と

な
る
「
法
華
文
句
巻
第
こ
に
、
仮
名
の
歴
史
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
を

見
出
し
、
そ
の
後
の
調
査
で
蒐
集
し
た
五
十
点
の
訓
点
資
料
を
整
理
し
て
、

2
.
吉
沢
義
則
博
士
に
よ
る
特
定
資
料
の
ヲ
コ
ト
点
研
究

次
い
で
、
一
つ
の
訓
点
資
料
に
使
わ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
を
帰
納
し
て
論
ず
る

こ
と
が
、
吉
沢
義
則
博
士
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
吉
沢
博
士
が

取
り
上
げ
た
の
は
、
平
安
時
代
の
博
士
家
が
取
り
扱
っ
た
漢
籍
と
、
仏
書
で

は
真
言
宗
の
ヲ
コ
ト
点
と
、
平
安
初
期
の
表
啓
の
一
資
料
で
あ
り
、
特
定
の

訓
点
資
料
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
論
文
集
の
「
国
語
国
文
の
研
究
」

(
昭
和
二
年
・
一
九
二
七
刊
)
、
『
国
語
説
鈴
』
(
昭
和
六
年
・
一
九
コ
二
刊
)

に
収
載
さ
れ
て
い
る
。



3
.
中
田
祝
夫
博
士
に
よ
る
ヲ
コ
卜
点
の
総
合
的
研
究

中
田
祝
夫
博
士
は
、
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
』
(
昭
和
二
十

九
年
・
一
九
五
四
刊
)
に
お
い
て
、
全
国
に
博
捜
し
た
訓
点
資
料
に
基
づ
き
、

そ
の
ヲ
コ
ト
点
を
分
類
し
た
。
単
点
(
星
点
)
を
基
に
、
第
一
群
点
か
ら
第

八
群
点
の
八
群
と
し
、
起
源
の
二
基
誌
に
立
っ
て
そ
れ
ら
の
相
互
の
関
係
を

説
い
て
、
ヲ
コ
ト
点
の
体
系
論
を
述
べ
、
各
群
の
時
代
的
先
後
を
も
明
ら
か

に
す
る
と
共
に
、
更
に
各
ヲ
コ
ト
点
の
使
用
者
と
宗
派
・
学
統
と
の
関
連
を

説
い
た
。
分
類
の
手
掛
り
と
な
っ
た
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
二
種
以
上
の
ヲ
コ

ト
点
を
集
合
し
た
「
点
図
集
」
で
あ
る
。

4
.
築
島
裕
博
士
に
よ
る
ヲ
コ
卜
点
研
究
の
継
承
と
推
進

築
島
裕
博
士
は
、
こ
れ
を
承
け
て
、
「
点
図
集
」
所
載
の
二
十
六
種
の
う
ち
、

名
称
の
み
あ
っ
て
使
用
例
の
無
い
と
さ
れ
た
十
三
種
、
実
態
が
あ
っ
て
名
称

の
無
い
三
種
に
つ
い
て
、
殆
ど
を
諸
寺
の
調
査
に
よ
り
確
認
し
、
素
姓
を
探
っ

て
命
名
す
る
と
共
に
、
ヲ
コ
ト
点
と
宗
派
・
学
統
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
中

田
説
を
補
強
し
、
時
代
を
湖
ら
せ
た
り
確
か
な
も
の
に
し
た
り
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
を
仏
教
教
学
と
の
関
連
で
把
え
、
訓
点
資
料
の
日
本
語
史
上
へ
の
位

置
づ
け
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
「
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
的
知
料
館
制
」

(
昭
和
六
十
一
年
・
一
九
八
六
刊
)
と
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
研
究
篇
』

(
平
成
八
年
・
一
九
九
六
刊
)
に
纏
め
ら
れ
た
。

二
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
の
起
源
に
つ
い
て
の
説

1
.
日
本
創
案
説

中
田
祝
夫
博
士
は
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
の
出
自
に
つ
い
て
「
朝
鮮
」
に
言

及
し
た
が
、
こ
れ
を
否
定
し
て
、
日
本
創
案
説
を
採
っ
て
い
る
。
即
ち
、
ヲ

コ
ト
点
は
略
体
仮
名
と
同
じ
目
的
で
同
じ
時
代
(
「
平
安
初
期
ご
ろ
」
九
世

紀
初
)
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
安
初
期
の
略
体
仮
名
が
吏
道
に
似
て

い
な
い
の
で
ヲ
コ
ト
点
も
「
朝
鮮
出
自
」
で
は
な
い
と
し
た
。

こ
の
説
は
、
角
筆
口
訣
や
墨
書
口
訣
の
発
見
さ
れ
る
前
の
、
恐
ら
く
十
四

世
紀
以
降
の
省
固
化
さ
れ
た
字
形
の
多
い
吏
道
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
近
時
発
見
さ
れ
た
新
羅
経
典
の
角
筆
に
よ
る
真
仮
名
本
位
の
仮
名
は
、

日
本
の
九
世
紀
初
の
訓
点
資
料
の
仮
名
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
再

考
の
余
地
が
生
じ
て
い
る
。

中
田
祝
夫
博
士
が
日
本
創
案
説
を
採
っ
た
の
は
、
春
日
政
治
博
士
の
所
説

に
負
う
所
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。

2 

2
.
日
本
の
「
発
生
初
期
の
ヲ
コ
ト
点
」

春
日
政
治
博
士
は
、
日
本
の
訓
点
が
平
安
時
代
初
期
(
九
世
紀
初
)
に
南

都
古
宗
の
僧
に
よ
り
創
案
さ
れ
た
と
い
う
考
え
の
基
に
、
ヲ
コ
ト
点
の
最
も

古
い
二
資
料
を
取
り
上
げ
て
、
「
発
生
初
期
の
ヲ
コ
ト
点
」
と
指
摘
し
て
い

る。
そ
の
二
資
料
と
は
、
正
倉
院
聖
語
蔵
に
伝
来
し
た
神
護
景
雲
(
七
六
七
|

七
七

O
)
書
写
の
羅
摩
伽
経
と
華
厳
経
(
旧
訳
)
で
あ
り
、
そ
の
ヲ
コ
ト
点

を
次
の
よ
う
に
帰
納
し
て
示
さ
れ
た
。
(
仮
に
④
と
⑥
と
す
る
)

④

⑥
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華
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殊
点
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い
ず
れ
も
、
単
点
(
星
点
)
を
七
筒
ま
た
は
入
箇
用
い
た
だ
け
の
素
撲
な

も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
助
詞
の
中
で
も
主
要
な
助
詞
を
表
す
の
に
用
い
て

い
る
。
こ
の
形
式
の
点
法
は
、
後
世
の
「
点
図
集
」
に
所
載
の
ヲ
コ
ト
点
の



ど
の
点
法
に
も
合
わ
ず
、
又
、
中
田
祝
夫
博
士
が
分
類
さ
れ
た
第
一
群
点
か

ら
第
八
群
点
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
合
わ
な
い
の
で
「
特
殊
点
」
と
さ
れ
た
も

の
に
当
る
。
特
殊
点
は
、
近
年
、
築
島
裕
博
士
が
甲
類
と
乙
類
と
の
こ
種
に

分
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
④
の
羅
摩
伽
経
は
特
殊
点
甲
類
、
⑥
の
華

厳
経
(
旧
訳
)
は
特
殊
点
乙
類
に
属
す
る
。

「
発
生
初
期
」
に
は
種
々
の
ヲ
コ
ト
点
法
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
現
存
す
る
資
料
で
見
る
限
り
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
の
使
用

初
期
に
お
い
て
は
、
単
点
(
星
点
)
だ
け
を
七
箇
ま
た
は
八
箇
用
い
た
素
撲

な
形
式
の
点
法
で
あ
り
、
し
か
も
特
殊
点
の
甲
類
と
乙
類
と
の
相
異
な
る
二

種
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

羅
摩
伽
経
は
、
善
財
童
子
求
道
語
を
記
し
た
も
の
で
、
大
方
広
仏
華
厳
経

の
入
法
界
品
の
抄
訳
で
あ
る
。
旧
訳
華
厳
経
と
共
に
、
こ
の
④
⑤
の
二
種
が

華
厳
経
を
読
解
す
る
た
め
に
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
華
厳
経

を
所
依
と
す
る
東
大
寺
の
正
倉
院
に
伝
来
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ

れ
に
加
え
て
、
④
⑥
の
二
経
典
は
共
に
神
護
景
雲
一
切
経
で
あ
り
、
そ
の
勘

経
と
見
ら
れ
、
白
点
使
用
の
初
期
の
も
の
で
あ
り
そ
の
白
点
で
ヲ
コ
ト
点
が

施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
意
味
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

一一、

ヲ
コ
ト
点
の
八
分
類
と
特
殊
点

1
.
ヲ
コ
ト
点
の
八
分
類
の
基
本
と
な
る
星
点
の
概
念
図

中
田
祝
夫
博
士
が
、
現
存
す
る
訓
点
資
料
に
基
づ
い
て
、
ヲ
コ
ト
点
の
種

類
を
八
群
に
分
類
す
る
手
掛
り
と
し
た
の
は
、
単
点
(
星
点
)
の
異
な
り
で

あ
る
。
そ
れ
を
築
島
裕
博
士
は
概
念
図
と
し
て
次
の
第
一
図
か
ら
第
八
図
に

纏
め
て
い
る
。
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一
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第
一
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第
一
図
の
「
第
一
群
点
」
は
、
四
隅
の
左
下
の
点
を
「
テ
」
、
左
上
「
ヲ
」
、

右
上
ヲ
こ
、
右
下
「
ハ
」
と
す
る
共
通
点
を
持
つ
ヲ
コ
ト
点
の
資
料
群
を

総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
図
の
「
第
二
群
点
」
は
、
四
隅
の
左
下
の
点

が
「
ヲ
」
、
左
上
コ
こ
、
右
上
「
ハ
」
、
右
下
「
テ
」
を
共
通
点
と
す
る
ヲ

コ
ト
点
の
資
料
群
を
総
称
し
、
以
下
、
第
八
図
の
「
第
八
群
点
」
ま
で
の
よ

う
に
、
分
類
し
て
い
る
。

2
.

一
元
論
に
立
つ
ヲ
コ
卜
点
の
種
類
の
生
成

ヲ
コ
ト
点
は
、
漢
字
の
四
隅
・
四
辺
等
と
そ
こ
に
施
し
た
点
が
担
う
助
調

(
又
は
音
節
)
等
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
若
し
四
隅
・
四
辺
の
位
置
と
そ
こ

に
施
し
た
点
が
担
う
助
詞
等
が
固
定
し
て
い
れ
ば
、
ヲ
コ
ト
点
の
種
類
は
一

種
類
に
止
ま
る
。
し
か
し
、
ヲ
コ
ト
点
の
種
類
に
異
な
り
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
一
元
論
に
立
て
ば
、
点
の
担
う
助
詞
等
が
固
定
し
た
も
の
で
な
く
、

入
れ
換
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

中
田
祝
夫
博
士
は
、
九
世
紀
(
平
安
初
期
)
に
第
一
群
点
か
ら
第
二
群
点

が
成
立
し
、
以
下
、
第
三
群
点
、
第
四
群
点
の
順
に
成
立
し
、
十
世
紀
(
平

安
中
期
)
以
後
、
第
五
群
点
・
第
六
群
点
・
第
七
群
点
・
第
八
群
点
の
順
に

出
現
し
た
と
推
論
さ
れ
た
。

3 



第
一
群
点
と
第
二
群
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
中
田
博
士
は
、
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A
図
の
上
図
の
第
一
群
点
を
点
線
の
よ
う
に
左
方
に
卯
度
廻
転
さ
せ
て
第
二

群
点
が
生
じ
た
と
さ
れ
お
。
こ
れ
に
対
し
て
、
築
島
博
士
は
、
右
方
に
廻
転

す
る
ケ
l
ス
が
多
く
て
自
然
で
あ
る
と
す
る
所
か
ら
、
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B
図
の
上
図
の
点
線
の
よ
う
に
、
第
二
群
点
を
右
方
に
卯
度
廻
転
し
て
第
一

群
点
が
生
じ
た
と
さ
れ
お
。

い
ず
れ
も
、
二
苅
論
に
立
っ
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

3
.
特
殊
点
と
そ
の
分
類

中
田
祝
夫
博
士
は
、
八
つ
の
群
に
属
さ
な
い
ヲ
コ
ト
点
を
「
特
殊
点
」
と

命
名
し
、
こ
れ
が
最
も
早
い
時
期
に
現
れ
、
平
安
初
期
の
第
一
群
点
が
出
現

す
る
以
前
の
ヲ
コ
ト
点
の
萌
芽
的
な
も
の
と
把
握
さ
れ
お
o

築
島
裕
博
士
は
、

そ
の
「
特
殊
点
」
の
中
に
、
左
の

C
図
の
よ
う
に
、
右
辺
の
上
陥
・
中
央
・

下
隅
に
星
点
「
テ
」
「
ニ
」
「
ハ
」
が
並
ぶ
と
い
う
共
通
性
を
持
っ
た
一
類
が

存
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
類
を
「
特
殊
点
乙
類
」
と
命
名
さ
れ
、
そ
れ

以
外
を
一
括
し
て
「
特
殊
点
甲
類
」
と
さ
れ
的
。

日

4 

4
.
特
殊
点
乙
類
を
用
い
た
平
安
初
期
以
前
の
訓
点
資
料

①
神
護
景
居
一
試
写
旧
訳
華
厳
経
(
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
巻
第
十
四
・
京
都
国
立

博
物
館
蔵
巻
第
十
七
)

青白

主
末
点

、

円

シ

テ

〔

U

三i

l口

②
石
山
寺
蔵
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
一

j
巻
第
四
十
二
(
但
し
巻
第
三

十
三
、
三
十
四
を
除
く
)
、
巻
第
六
十
四
j
巻
第
八
十
(
但
し
巻
第
七
十
九

を
除
く
)
三
十
八
帖
(
石
山
寺
一
切
経
)

山日
日山
山日
D:r~: 

三
;白

③
石
山
寺
蔵
四
分
律
巻
第
三
十
一

1
巻
第
四
十
(
巻
第
三
十
七
を
除
く
)

九
帖
(
石
山
寺
一
切
経
)



:日
日
口
口
日
円

口
口
口

④
京
都
国
立
博
物
館
蔵
十
二
門
論

一
巻

;巳:
日
日
口ナ
2 
~D 

日
日
日
U 

平
安
初
期
の
特
殊
点
乙
類
と
し
て
、
右
辺
の
上
隅
・
中
央
・
下
隅
に
「
テ
」

ヲ
こ
「
ハ
」
を
持
つ
資
料
に
は
、
他
に
、
⑤
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
因
明

論
疏
一
巻
が
存
す
お
。
こ
の
因
明
論
疏
は
単
点
(
星
点
)
が
②
の
大
方
広

仏
華
厳
経
と
一
致
し
て
い
る
。
③
の
四
分
律
も
単
点
(
星
点
)
が
一
致
す
る

が
、
更
に
査
の
内
部
に
「
ヨ
」
「
リ
」
を
持
っ
て
い
て
一
歩
進
ん
だ
状
態
を

示
し
て
い
る
。

平
安
初
期
以
前
の
特
殊
点
乙
類
の
ヲ
コ
ト
点
帰
納
図
を
比
べ
て
み
る
と
、

次
の
事
柄
が
分
る
。

ω単
点
(
星
点
)
が
、
「
テ
・
ニ
・
ハ
」
の
位
置
を
同
じ
く
す
る
だ
け
で

な
く
、
「
ヲ
・
ト
・
ノ
」
も
共
通
し
て
存
し
、
こ
の
三
点
は
位
置
に
ず

れ
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
相
互
に
近
い
位
置
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ω単
点
(
星
点
)
の
他
に
、
線
や
鈎
の
符
号
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
①

神
護
景
雲
写
旧
訳
華
厳
経
は
、
線
の
符
号
は
「
カ
」
を
表
し
た
一
箇
だ

け
で
あ
り
、
他
に
は
複
点
が
二
箇
だ
け
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
素
撲

な
点
法
で
あ
る
。

同
ヲ
コ
ト
点
を
施
し
た
時
代
を
考
え
る
と
、
①
神
護
景
雲
写
旧
訳
華
厳
経

は
、
神
護
景
雲
一
切
経
と
し
て
書
写
さ
れ
、
訓
点
が
そ
の
勘
経
と
し
て

施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
書
写
の
時
期
に
近
い
、
奈
良
時
代
(
八

世
紀
)
後
半
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
石
山
寺
蔵
大
方

広
仏
華
厳
経
、
③
石
山
寺
蔵
四
分
律
、
④
京
都
国
立
博
物
館
蔵
十
二
門

論
、
以
下
⑤
因
明
論
疏
は
、
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
に
、
各
宗
が
所
拠

と
し
た
経
典
を
講
読
す
る
た
め
に
全
巻
に
わ
た
っ
て
加
点
し
た
も
の
で

あ
る
。

ω①
神
護
景
雲
写
旧
訳
華
厳
経
が
、
加
点
の
時
代
と
ヲ
コ
ト
点
の
素
撲
な

内
容
と
か
ら
見
て
、
特
殊
点
乙
類
の
中
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
②

1
⑤
は
平
安
初
期
に
な
っ
て
、
①
の
旧
訳
華
厳
経
の
ヲ
コ
ト
点
を
基
に
、

発
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
神
護
景
雲
写
旧
訳
華
厳
経
の
特
殊
点
乙
類
の
ヲ
コ

ト
点
と
韓
国
の
華
厳
経
の
角
筆
点
吐
と
の
関
係

1
.
春
日
政
治
博
士
の
調
査
さ
れ
た
旧
訳
華
厳
経
と
①
慶
応
夢
塾
図
書
館
蔵
・

京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
旧
訳
華
厳
経
と
の
関
係

春
日
政
治
博
士
が
「
発
生
初
期
の
ヲ
コ
ト
点
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
さ

れ
た
正
倉
院
聖
語
蔵
の
旧
訳
華
厳
経
(
四
類
一

O
号
)
は
、
六
十
巻
の
う
ち

五
十
一
巻
が
現
存
し
、
春
日
博
士
は
そ
の
う
ち
の
六
巻
(
巻
二
・
五
・
七
・

八
・
九
・
十
)
を
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
お
。

5 



こ
の
旧
訳
華
厳
経
の
巻
第
十
四
と
巻
第
十
七
は
聖
語
蔵
に
は
欠
け
て
い
て
、

流
出
し
た
巻
第
十
四
が
慶
応
義
塾
図
書
館
に
現
蔵
さ
れ
、
巻
第
十
七
が
京
都

国
立
博
物
館
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
の
内
容
か
ら
見
て
も
共
に
聖
語
蔵

蔵
本
の
僚
巻
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

こ
の
巻
第
十
四
と
巻
第
十
七
の
ヲ
コ
ト
点
を
帰
納
し
た
の
が
、
特
殊
点
乙

類
と
し
て
先
掲
①
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
春
日
政
治
博
士
が
「
発
生
初
期

の
ヲ
コ
ト
点
」
と
し
て
示
さ
れ
た
図
(
先
掲
⑥
)
と
比
べ
る
と
、
次
の
小
異

が
あ
る
。ω春

日
博
士
は
星
点
八
箇
だ
け
と
さ
れ
た
が
、
星
点
の
他
に
、
線
の
符
号

「
カ
」
と
複
点
二
箇
も
用
い
て
い
る
。

ω星
点
の
う
ち
、
左
下
問
を
春
日
博
士
は
形
容
詞
の
語
尾
「
ク
」
と
さ
れ

た
が
、
「
普
」
の
副
詞
語
尾
だ
け
で
な
く
、
「
為
」
や
「
従
1
」
「
自
1
」

で
導
か
れ
る
副
詞
句
、
動
詞
(
又
は
助
動
詞
)
に
付
い
て
そ
れ
を
含
む

句
を
連
用
句
と
し
て
下
の
句
に
続
け
る
等
、
「
連
用
機
能
」
を
表
し
て

い
る
。

ー

同

け

，

ィ

|

|

シ

メ

(

ム

カ

)

j

J

潟
二
衆
生
普
令
下
成
二
就
元
上
智
一
(
巻
第
十
七
印
行
)

劃
嵐
而
来
欲
レ
有
レ
所
レ
請
(
巻
第
十
四
山
行
)

川
星
点
の
査
の
中
央
を
春
日
博
士
は
「
カ
」
と
さ
れ
た
が
、
否
定
の
「
ズ
」

「
ヌ
」
等
を
表
し
て
い
る
。

(

シ

)

て

(

ス

ル

)

に

す

観
二
察
過
去
諸
法
十
方
一
推
求
都
不
レ
可
レ
得
(
巻
第
十
七
即
行
)

は

|

日

叶

刈

を

は

剰

を

菩
薩
如
レ
是
皐
二
廻
向
一
心
不
レ
栴
二
量
諸
二
法
一

(
巻
第
十
七
旧

1
凶
行
)

2
.
韓
国
の
華
厳
経
の
角
筆
点
吐
と
の
関
係

奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
の
神
護
景
雲
一
切
経
の
勘
経
と
見
ら
れ
る
①
旧
訳

華
厳
経
の
巻
第
十
四
と
巻
第
十
七
の
ヲ
コ
ト
点
図
を
、
同
じ
特
殊
点
乙
類
を

用
い
た
平
安
初
期
加
点
の
②
③
④
の
ヲ
コ
ト
点
図
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
相

違
が
二
点
認
め
ら
れ
る
。
第
一
点
は
、
①
旧
訳
華
厳
経
で
は
複
点
を
用
い
て

い
る
の
に
対
し
て
、
平
安
初
期
加
点
の
⑦
ゐ
)
④
で
は
複
点
を
用
い
て
い
な
い
。

第
二
点
は
、
①
旧
訳
華
厳
経
の
単
点
の
左
下
隅
を
「
連
用
機
能
」
を
表
す
の

に
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
②
③
④
で
は
「
連
用
機
能
」
を
表
す
点
は
無

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、
平
安
初
期
の
特
殊
点
乙
類
を
用
い
た
資
料

だ
け
で
な
く
、
平
安
初
期
の
他
の
訓
点
資
料
と
比
較
し
て
も
同
様
に
認
め
ら

れ
る
。
特
に
「
連
用
機
能
」
の
よ
う
な
文
法
機
能
を
表
す
ヲ
コ
ト
点
は
、
平
安

中
期
(
十
世
紀
)
以
降
を
通
じ
て
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
で
は
用
い
て
い
な
い
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
韓
国
の
角
筆
点
吐
に
お
い
て
単
点
と
共
に
複

点
が
重
要
な
符
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
十

一
世
紀
の
初
離
高
麗
版
の
華
厳
経
(
周
本
)
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
点
吐
の
単

点
の
図
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

6 
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周
本
「
華
厳
経
』
巻
第
五
十
七
の
車
鈷
固

(
『
角
筆
口
訣
斗
解
讃
斗
訴
誇
2
』
所
収

李
丞
宰
「
符
貼
口
訣

4
記
入
位
置
叶

叫
許
叶
」
に
よ
る
)

こ
れ
を
同
じ
誠
庵
古
書
博
物
館
蔵
の
六
十
巻
本
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二

十
(
晋
本
)
と
比
べ
る
と
、
複
点
以
下
は
相
違
が
あ
り
、
単
点
で
も
壷
内
の

点
に
も
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
単
点
で
一
致
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
に
日
本
語
を
宛
て
て
み
る
と
、
次
の
図
に
示
し
た
点
が
①
旧
訳
華
厳

経
の
単
点
と
相
通
ず
る
。
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但
し
、
位
置
に
差
異
が
あ
り
、
①
旧
訳
華
厳
経
が
漢
字
の
四
隅
・
四
辺
を

使
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
角
筆
点
吐
は
漢
字
の
周
辺
と
壷
内
を
使
っ
て
い

る
。
こ
の
差
異
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
「
己
・
ヲ
」
と
「
、
、
・
ト
」
と
は
同

じ
位
置
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
他
の
「
ゲ
・
テ
」
「
十
・
ニ
」
「

1
・
ハ
」

「
セ
・
ノ
」
「
え
」
は
位
置
が
異
な
る
が
、
次
掲
の
上
段
図
の
点
線
の
よ
う
に

移
動
さ
せ
る
と
、
下
段
図
の
①
旧
訳
華
厳
経
の
ヲ
コ
ト
点
図
に
な
る
。
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古
代
韓
国
語
の
点
吐
(
ヲ
コ
ト
点
)
を
奈
良
時
代
の
日
本
で
借
用
し
取
り

入
れ
た
と
し
た
場
合
、
そ
の
ま
ま
の
形
式
で
は
な
く
、
一
部
を
移
動
さ
せ
て

取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、
二
つ
の
原
則
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
古
代
韓
国
語
の
助
詞
類
を
日
本
語
の
助
詞
類
に
訳
し
て
取
り
入
れ
る
に

際
し
、
日
本
語
で
使
用
頻
度
の
高
い
助
詞
、
例
え
ば
「
テ
」
と
「
ヲ
」

な
ど
は
、
符
号
の
位
置
を
遠
く
放
す
。
近
い
位
置
に
あ
る
と
紛
れ
易
い

か
ら
で
あ
る
。
「
こ
「
一
こ
な
ど
の
平
た
い
字
形
の
漢
字
の
場
合
を
考

え
る
と
分
り
易
い
。

二
、
移
動
の
方
向
は
、
右
廻
り
の
時
計
の
針
の
動
き
の
方
向
で
入
れ
替
る
。

こ
の
原
則
に
よ
っ
て
、
韓
国
の
大
方
広
仏
華
厳
経
角
筆
点
吐
の
星
点
の
移

動
を
見
る
と
、
「
ゲ
・
テ
」
を
「
己
・
ヲ
」
か
ら
放
し
て
右
上
隅
に
移
す
。

そ
の
た
め
に
、
右
上
隅
の
や
や
下
寄
り
の
「
セ
・
ノ
」
と
内
側
の
「
え
」
と

を
、
元
の
「
ゲ
・
テ
」
の
位
置
と
そ
の
右
に
移
す
こ
と
に
な
る
。
新
し
く
移
っ

て
き
た
「
ノ
」
と
放
す
た
め
に
「
十
・
ニ
」
を
「

1
・
ハ
」
と
共
に
右
廻
り

の
原
則
に
従
っ
て
右
辺
の
中
と
右
下
隅
に
移
す
。
こ
う
し
て
神
護
景
雲
写
華

厳
経
(
旧
訳
)
の
ヲ
コ
ト
点
図
が
生
ま
れ
る
。

こ
う
考
え
て
来
て
問
題
と
な
る
の
は
、
韓
国
の
角
筆
点
吐
の
方
が
時
代
が

下
る
こ
と
で
あ
る
。
六
十
巻
本
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
(
晋
本
)
は
十

世
紀
刊
、
初
離
高
麗
版
大
方
広
仏
華
厳
経
は
十
一
世
紀
後
半
刊
で
あ
る
か
ら

そ
の
角
筆
点
吐
は
、
神
護
景
雲
写
華
厳
経
の
ヲ
コ
ト
点
よ
り
時
代
が
下
っ
た

も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
韓
国
の
両
大
方
広
仏
華
厳
経
で
共
通
す
る
単
点
は

新
羅
時
代
に
湖
っ
て
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
裏
付
け
と
な
る
の
が
、
神
護
景
雲
写
華
厳
経
の
京
都
国
立
博
物
館
蔵

巻
第
十
七
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
点
吐
ら
し
い
書
き
入
れ
で
あ
る
。
例
数
が
少

な
く
疑
問
も
あ
る
が
、
次
の
よ
う
で
あ
る
(
平
仮
名
は
白
書
の
ヲ
コ
ト
点
、

片
仮
名
も
白
書
)
。

[J 
は

(

ヒ

)

ぬ

を

菩
薩
如
レ
是
皐
二
廻
向

凶
行
)

コ
.21 
得

至コ

非ィ
趣

彼
岸に

犯
行
)
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用
例
数
が
少
な
い
の
で
単
な
る
傷
の
恐
れ
も
あ
る
が
、
単
点
の
「

1
・ハ」

が
一
致
し
て
い
る
の
は
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
1
・
ハ
」
は
漢
字
の
中

央
に
施
さ
れ
て
い
て
韓
国
の
角
筆
点
吐
の
位
置
と
一
致
す
る
。
同
じ
漢
字
に

白
点
で
施
さ
れ
た
「
ハ
」
は
右
下
隔
の
位
置
で
あ
り
、
既
に
日
本
で
借
用
し

て
入
れ
換
え
し
た
ヲ
コ
ト
点
に
な
っ
て
い
る
。
本
文
凶
行
の
「
供
到
」
の
左

傍
に
も
角
筆
の
単
点
ら
し
い
凹
み
が
あ
る
。
傷
で
な
い
と
す
る
と
、
「
己
・

ヲ
」
に
当
る
が
、
文
脈
上
疑
い
が
あ
る
。
複
点
と
見
ら
れ
る
角
筆
の
凹
み
は

解
読
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
旧
訳
華
厳
経
巻
第
十
七
に
は
、
角
筆
に
よ
る
党
唄
譜
と
合
符
も
施
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
が
新
羅
の
符
号
で
あ
る
か
ら
、
角
筆
の
点
吐
も
一
緒
に
移

写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
京
都
国
立
博
物
館
蔵
巻
第
十
七
に
は
、
新

羅
の
仮
名
(
字
吐
)
の
「
ム
ト
(
「
亦
」
の
省
画
体
)
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

李
丞
宰
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
新
羅
の
、
字
吐
や
角
筆
点

吐
は
、
勘
経
の
証
本
と
し
た
新
羅
経
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ

の
ま
ま
転
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
神
護
景
雲
写
羅
摩
伽
経
の
特
殊
点
甲
類
の
ヲ
コ

ト
点
と
「
華
厳
文
義
要
決
」
の
点
吐
と
の
関
係

春
日
政
治
博
士
が
「
発
生
初
期
の
ヲ
コ
ト
点
」
と
さ
れ
た
、
も
う
一
つ
の

神
護
景
雲
写
羅
摩
伽
経
の
ヲ
コ
ト
点
が
特
殊
点
甲
類
で
あ
る
こ
と
は
先
掲
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
と
類
似
の
ヲ
コ
ト
点
を
持
つ
も
の
に
、
佐
藤
達
次
郎
氏

旧
蔵
の
華
厳
文
義
要
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。

比
較
の
便
の
た
め
に
、
春
日
博
士
が
示
さ
れ
た
羅
摩
伽
経
の
ヲ
コ
ト
点

(
先
掲
②
)
を
上
段
に
、
華
厳
文
義
要
決
の
ヲ
コ
ト
点
を
下
段
に
掲
げ
る
)
。
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佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵

華
厳
文
義
要
決
の

ヲ
コ
ト
点

こ
の
二
つ
の
点
図
を
比
べ
る
と
、
「
テ
」
「
ニ
」
「
ハ
」
の
位
置
が
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
教
授
は
、
「
或
る
程

度
の
類
似
性
を
示
す
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
、
先
述
の
古
代
韓
国
語

の
ヲ
コ
ト
点
(
点
吐
)
を
借
用
す
る
時
に
採
ら
れ
た
移
動
の
二
原
則
を
適
用

さ
せ
る
と
、
華
厳
文
義
要
決
で
は
「
テ
」
と
「
ヲ
」
が
接
近
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
使
用
頻
度
の
高
い
二
つ
の
助
詞
の
う
ち
「
ヲ
」
の
方
を
、
「
テ
」
よ
り

放
し
て
左
上
隅
に
移
動
さ
せ
る
。
そ
こ
に
あ
っ
た
「
ト
」
は
遠
く
右
下
隅
に

移
す
。
併
せ
て
、
「
ハ
」
の
近
く
に
あ
っ
た
「
ノ
」
を
左
辺
中
に
移
し
、
空

き
の
生
じ
た
右
上
岡
に
新
た
に
「
カ
」
を
入
れ
る
と
、
羅
摩
伽
経
の
ヲ
コ
ト

点
と
な
る
。

こ
う
見
る
と
、
華
厳
文
義
要
決
の
ヲ
コ
ト
点
に
反
映
さ
れ
た
新
羅
の
点
吐

か
ら
羅
摩
伽
経
の
ヲ
コ
ト
点
が
生
じ
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
に
な
る
。

六
、
特
殊
点
甲
類
・
乙
類
か
ら
第

群
点
の
成
立
過
程

-
二
・
三
・
四

1
.
特
殊
点
乙
類
か
ら
第
三
群
点
・
第
四
群
点
の
成
立

特
殊
点
乙
類
が
第
三
群
点
と
次
い
で
現
れ
る
第
四
群
点
と
の
前
駆
と
な
る



(
却
)

も
の
で
あ
る
こ
と
は
築
島
裕
博
士
が
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
石
山
寺
蔵
華
厳
経
(
一
切
経
第
十
九
函
・
第
二
十
函
)
の
平

安
初
期
点
で
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
す
る
。
石
山
寺
蔵
華
厳
経
(
新
訳
)
は

八
十
巻
の
う
ち
、
補
写
を
除
く
と
、
平
安
初
期
の
白
点
が
五
十
八
帖
に
存
す

る
。
五
十
八
帖
の
白
点
を
ヲ
コ
ト
点
の
種
類
別
に
見
る
と
、

ω特
殊
点
乙
類
:
:
:
巻
第
二
十
一

j
四
十
二
、
巻
第
六
十
四

1
八
十
(
中

に
補
写
あ
り
)
三
十
七
帖
(
先
掲
)

∞
第
三
群
点
:
:
:
巻
第
四
十
四
・
四
十
五
・
四
十
七

1
五

十

六

帖

ω第
四
群
点
:
:
:
巻
第
四
十
コ
了
四
十
六
二
帖

ω特
殊
点
甲
類
:
:
:
巻
第
五
十
一

i
六
十
三
十
三
帖

と
な
る
。
こ
の
う
ち

ωωω
の
ヲ
コ
ト
点
の
単
点
(
星
点
)
は
い
ず
れ
も

「
テ
・
ニ
・
ハ
・
ヲ
・
ト
・
ノ
」
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
位
置
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

ω特
殊
点
乙
類

予

二

一

カ
A

・ノ

τヲ

ω第
三
群
点

ω第
四
群
点

ヲ， 、ト
‘ r-一一一ー一一「. 
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川
特
殊
点
乙
類
の
「
テ
・
ニ
・
ハ
・
ヲ
・
ト
」
を
問
度
右
方
向
に
廻
転
さ
せ

る
と
、

ω第
三
群
点
と
な
り
、
こ
の

ω第
三
群
点
を
更
に
卯
度
右
方
向
に
廻

転
さ
せ
る
と

ω第
四
群
点
と
な
る
。
中
田
祝
夫
博
士
は
第
三
群
点
が
東
大
寺

辺
に
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
お
。
華
厳
経
の
注
釈
に
用
い
た
華
厳
経
探
玄

記
の
聖
語
蔵
巻
第
十
九
平
安
初
期
白
点
も
、

ω第
三
群
点
と
同
じ
単
点
で
あ

る。
第
四
群
点
が
第
三
群
点
を
卯
度
右
廻
り
に
廻
転
さ
せ
て
作
ら
れ
た
こ
と
は

中
田
博
士
が
説
か
れ
、
築
島
博
士
は
十
世
紀
頃
ま
で
は
多
分
南
都
で
行
わ
れ

た
と
さ
れ
る
。
聖
語
蔵
の
華
厳
経
探
玄
記
巻
第
九
平
安
初
期
点
は
第
四
群
点

で
あ
る
。

2
.
特
殊
点
甲
類
(
羅
摩
伽
経
)
と
第
一
群
点
・
第
二
群
点
と
の
関
係

特
殊
点
甲
類
は
種
々
の
点
法
が
あ
り
、
平
安
初
期
点
に
は
第
四
群
点
の
成

立
に
係
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
最
も
古
く
「
発
生
初
期
」
と
さ

れ
る
羅
摩
伽
経
の
単
点
七
箇
に
よ
る
点
法
は
、
第
一
群
点
及
び
第
二
群
点
の

単
点
と
親
近
性
を
持
っ
て
い
る
。

ω第
一
群
点
と
の
親
近
性

羅
摩
伽
経
(
特
殊
点
甲
類
)
の

ヲ
コ
ト
点

第
一
群
点
の
単
点

(
成
実
論
天
長
五
年
点

金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
(
飯
室
切
)

古
点
)

a
H
且

Z
r

‘J

一
、
奇

J口

毛

「
テ
」
と
「
ヲ
」
の
位
置
は
同
じ
で
あ
り
、
?
こ
と
「
カ
」
、
「
ハ
」
と

「
ト
」
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
換
え
る
と
第
一
群
点
に
近
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な

部
分
的
な
入
れ
換
え
で
別
種
の
ヲ
コ
ト
点
を
作
る
こ
と
は
、
日
本
の
ヲ
コ
ト

点
の
展
開
で
は
見
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
羅
摩
伽
経
の
ヲ
コ
ト
点
が
第
一
群

点
の
古
形
で
あ
る
こ
と
は
中
田
博
士
が
指
摘
し
て
い
る
)
。
第
一
群
点
の
祖
点

が
東
大
寺
な
ど
南
都
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
針
。

9 



ω第
二
群
点
と
の
関
連

羅
摩
伽
経
(
特
殊
点
甲
類
)
の

ヲ
コ
ト
点

第
二
群
点

(
聖
語
蔵
阿
枇
達
磨
雑
集
論
巻
第
十

一
古
点
)

毛

-
'
』
・
、
‘
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.
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羅
摩
伽
経
の
「
ヲ
」
「
ノ
」
「
テ
」
を
左
に

ω度
廻
転
し
、
「
ハ
」
「
カ
」

?
こ
を
そ
れ
ぞ
れ
左
に
廻
す
と
右
掲
下
図
の
第
二
群
点
と
な
る
。
こ
の
阿

眺
達
磨
雑
集
論
巻
第
十
一
の
ヲ
コ
ト
点
は
第
二
群
点
の
最
古
と
見
ら
れ
、
現

に
東
大
寺
の
正
倉
院
に
伝
存
し
て
い
る
。
左
方
に
廻
転
さ
せ
て
別
種
の
ヲ
コ

ト
点
を
作
る
こ
と
は
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
の
展
開
の
中
で
は
、
「
法
華
義
疏

長
保
四
年
点
」
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。

3
.
新
羅
の
点
吐
と
の
関
係

春
日
政
治
博
士
が
「
発
生
初
期
の
ヲ
コ
ト
点
」
と
指
摘
さ
れ
た
④
羅
摩
伽

経
と
⑥
旧
訳
華
厳
経
と
が
新
羅
の
点
吐
の
影
響
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
特
殊
点

甲
類
・
乙
類
が
第
一
群
点
・
第
二
群
点
と
第
三
群
点
・
第
四
群
点
の
前
駆
的

な
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
の
起
源
は
新
羅
の
点

吐
と
深
く
係
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。

但
し
、
以
上
は
現
存
資
料
に
基
づ
く
推
論
で
あ
っ
て
、
他
の
考
え
方
も
あ

り
う
る
で
あ
ろ
う
。

日淫(
1
 

吉
沢
義
則
『
国
語
国
文
の
研
究
』
(
昭
和
二
年
・
一
九
二
七
刊
)

所
収
の
ヲ
コ
ト
点
の
論
文

大
唐
三
蔵
玄
突
法
師
表
啓
の
訓
点

真
言
宗
の
手
古
止
点
(
「
浄
光
房
点
」
)

尚
書
及
び
日
本
書
紀
古
紗
本
に
加
へ
ら
れ
た
る
乎
古
止
点
に
就

き
て

同
『
国
語
説
鈴
』
(
昭
和
六
年
・
一
九
コ
二
刊
)
所
収
の
ヲ
コ
ト

点
の
論
文

井
々
竹
添
先
生
遺
愛
唐
紗
漢
書
楊
雄
伝
訓
点

王
朝
時
代
に
於
け
る
博
士
家
使
用
ヲ
コ
ト
点

(
2
)

中
田
祝
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
』
(
昭
和
二
十
九

年
・
一
九
五
四
刊
)
一
八
三
頁
「
ヲ
コ
ト
点
に
お
け
る
種
々
の
問
題
」
。

(
3
)

拙
稿
「
角
筆
に
よ
る
新
羅
語
加
点
の
華
厳
経
」
(
「
南
部
仏
教
」
第

九
十
一
号
、
平
成
二
十
年
十
二
月
)
。

(
4
)

拙
稿
「
文
字
の
交
流
|
片
仮
名
の
起
源
|
」
(
『
文
字
と
こ
と
ば
|

古
代
束
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
|
』
二

O
O
五
年
五
月
)
。

日
本
創
案
説
は
、
既
に
春
日
政
治
博
士
が
説
く
所
で
あ
り
、
「
初

期
点
法
例
」
(
「
国
語
国
文
」
第
二
十
一
巻
第
九
号
、
昭
和
二
十
七
年
・

一
九
五
二
)
の
中
で
、
「
淵
源
が
平
安
朝
初
期
の
南
都
古
宗
に
あ
る
」

と
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
元
は
、
同
博
士
の
『
仮
名
発
達
史
序
説
』

(
昭
和
八
年
・
一
九
三
三
刊
)
、
『
片
仮
名
の
研
究
』
(
昭
和
九
年
・
一

九
三
四
刊
)
の
二
著
書
に
見
ら
れ
る
。

(
5
)

築
島
裕
「
訓
点
語
葉
集
成
』
第
一
巻
所
収
「
ヲ
コ
ト
点
概
要
」
八

一
頁
。
「
第
四
図
1
第
十
一
図
」
を
「
第
一
図
j
第
八
図
」
に
変
え

て
掲
げ
る
。
[
第
四
図
第
四
群
点
]
の
左
下
隅
の
「
テ
」
は
築
島
博

士
の
図
の
ま
ま
。

(
6
)

注

(
2
)
著
書
第
二
一
編
第
三
章
「
ヲ
コ
ト
点
の
分
類
お
よ
び
各
種

ヲ
コ
ト
点
の
点
本
」
。
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(
7
)

注

(
2
)
著
書
第
三
編
第
一
章
「
ヲ
コ
ト
点
の
系
統
に
つ
い
て
」
。

(
8
)

注

(
5
)
文
献
八
六
頁
。

(
9
)

注

(
2
)
著
書
第
三
編
第
一
章
四
九
七
頁
。
「
平
安
初
期
の
も
の

に
は
、
筆
者
の
分
類
の
点
と
は
異
り
の
大
き
な
も
の
が
現
れ
て
く
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
と
い
へ
ど
も
、
多
く
は
筆
者
の
分
類
し
た
群
類
の
い

づ
れ
か
の
祖
点
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
」
と
説
か

れ
て
い
る
。

(
叩
)
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
研
究
篇
」
コ
二
九
頁
。
こ
の

類
を
甲
類
で
な
く
「
乙
類
」
と
さ
れ
た
の
は
、
特
殊
点
の
中
で
も
比

較
的
後
期
の
も
の
と
見
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

(
日
)
注
(
叩
)
文
献
三
三

O
頁
。
築
島
裕
「
束
大
国
語
研
究
室
所
蔵
訓

点
資
科
書
目
(
そ
の
こ
と
(
「
国
語
研
究
室
」
第
二
一
号
)
。

(
ロ
)
拙
稿
「
包
吾
、
叶
訓
点
表
記
斗
オ
担
斗
祖
刈
斗
J
A
G
-
白
点
・
朱

点
斗
、
川
笹
o
一
己
号
バ
ロ
o
一豆
l
」
(
「
社
号
ロ
古
井
』
位
、
二

O
O
八
年
七

月)。

(
日
)
春
日
政
治
『
片
仮
名
の
研
究
』
(
注
(

4

)

)

。
尚
、
築
島
裕
「
聖

語
蔵
大
方
広
仏
華
厳
経
古
点
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
」
(
「
南
都
仏
教
」

第
八
十
六
号
、
平
成
十
七
年
十
二
月
)
参
照
。
春
日
博
士
が
調
査
済

と
さ
れ
た
巻
第
十
七
の
一
巻
は
新
訳
の
八
十
巻
本
で
あ
る
。

(
M
)

注
(
ロ
)
文
献
に
、
具
体
例
を
挙
げ
て
あ
る
。
尚
、
春
日
博
士
も

「
形
容
詞
の
語
尾
ク
ら
し
く
、
用
例
が
少
な
い
の
で
多
少
疑
は
あ
る

が
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
日
)
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
の
中
に
複
点
を
一
部
に
用
い
た
も
の
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
新
羅
点
吐
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(
日
)
李
丞
宰
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
『
華
厳
経
』
巻
第
十
七
の
訓
点
」

(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
一
七
輯
、
二

O
O
六
年
九
月
)
。

(
口
)
原
本
調
査
に
よ
る
と
、
羅
摩
伽
経
巻
第
三
の
ヲ
コ
ト
点
に
は
、
下

辺
中
に
「
シ
」
の
点
が
あ
る
。
華
厳
文
義
要
決
の
ヲ
コ
ト
点
の
帰
納

は
、
拙
著
『
角
筆
文
献
研
究
導
論
上
巻
束
ア
ジ
ア
篇
』
一
八
九
頁

参
照
。

(
回
)
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
「
口
訣
資
料
と
訓
点
資
料
の
接
点
|
佐

藤
本
「
華
厳
文
義
要
決
」
の
ヲ
コ
ト
点
/
点
吐
を
中
心
に
l
」
(
第

一
O
O
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日
)
。

(
印
)
佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵
華
厳
文
義
要
決
(
以
下
、
佐
藤
本
華
厳
文
義

要
決
)
の
ヲ
コ
ト
点
が
、
新
羅
人
の
手
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
の
か
、

古
代
韓
国
語
の
加
点
を
日
本
人
が
借
用
し
て
日
本
語
の
訓
読
を
示
し

た
の
か
は
、
論
の
分
れ
る
所
で
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
と
同
時
に
施
さ

れ
た
合
符
と
返
読
符
・
語
順
符
は
新
羅
の
加
点
様
式
を
示
し
て
い
る

か
ら
、
ヲ
コ
ト
点
も
新
羅
の
点
吐
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
動
か
な

-v 
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
教
授
は
、
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
の
ヲ

コ
ト
点
に
は
、
韓
国
の
口
訣
資
料
に
見
ら
れ
な
い
用
法
の
あ
る
こ
と

か
ら
、
「
点
吐
を
理
解
し
た
上
で
点
吐
体
系
を
借
り
て
日
本
語
に
用

い
た
」
(
発
表
資
料
)
と
す
る
「
点
吐
の
借
用
」
説
を
述
べ
て
い
る
。

私
も
、
次
の
理
由
か
ら
借
用
説
に
賛
成
す
る
。
第
一
は
、
佐
藤
本
華

厳
文
義
要
決
の
七
箇
の
ヲ
コ
ト
点
の
う
ち
、
「
テ
」
「
ヲ
」
「
ト
」
「
三

「
ノ
」
「
ハ
」
の
六
箇
が
単
点
で
示
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
ナ
リ
」

が
線
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
テ
」

1
「
ハ
」
が
一
音
節
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
「
ナ
リ
」
は
二
音
節
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
の
ヲ
コ
ト
点
は
黄
褐

色
で
書
か
れ
て
い
る
。
現
存
資
料
に
よ
る
と
、
韓
国
で
は
高
麗
版
以

前
は
加
点
に
は
角
筆
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
九
世

紀
初
に
は
白
点
や
黄
褐
色
の
加
点
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ヲ
コ
ト
点
の
「
ヲ
」
の
使
い
方
も
、
当
時
の
日
本
語
の
助
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詞
「
ヲ
」
の
用
法
に
ひ
き
つ
け
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
初
)
注
(
叩
)
文
献
三
六
九
頁
。
「
一
辺
の
上
に
星
点
が
「
テ
」
ヲ
こ

「
ハ
」
と
並
ぶ
形
式
は
(
略
)
特
殊
点
乙
類
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を

受
け
て
、
第
三
群
点
の
基
本
様
式
が
成
立
し
た
も
の
と
推
測
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

(
幻
)
注

(
2
)
文
献
三
三
四
頁
。

(
幻
)
注

(
2
)
文
献
五

O
一
頁
。

(
お
)
注

(
2
)
文
献
二
五
九
頁
。

(
M
)

注

(
2
)
文
献
五

O
二
頁
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
本
年
二
月
十
八
日
、
韓
国
天
安
市
の
韓
国
技
術
教
育

大
学
校
に
お
け
る
口
訣
学
会
で
発
表
し
た
原
稿
に
加
筆
し
た
も
の
で

あ
る
。
中
田
祝
夫
先
生
の
御
高
批
を
仰
ぎ
た
く
願
っ
て
い
た
が
、
そ

れ
が
叶
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
悔
ま
れ
る
。
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

(
広
島
大
学
名
誉
教
授
・
国
語
学
)
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